
「ものづくりに学ぶ」～ U15 の考古学～

企画展紹介

入館者 60 万人達成 !!
【レポート】

まほろんゴールデンウイーク特別体験
ようこそ！まほろん

新収蔵資料＆遺跡紹介 「小和瀬遺跡」
こ　わ　ぜ
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今年の夏は久しぶりに遠出をされる方も多

いのではないでしょうか？まほろんでは夏

の土偶づくり講座にあわせて「土偶推し」

の企画を用意しております。ぜひこの夏は

土偶づくしのまほろんへお越しください。

編集後記

　2022 年に続き、「U15 の考古学」を今年
も開催しています。今年は、ふくしまに息
づいてきた「ものづくり」について、遺物
からわかる「ワザ」を紹介します。
　遺物の中には、むかしの人たちが生活の
中で使用していた道具が含まれています。

そのような
道具は、暮
ら し の 中
で、それを
使う人たち
によって生
み出されて
きました。

　遺物にはものづくりの「ワザ」の痕
あと

が残っ
ています。例えば、土器の表面には粘土を
ひもにして積んだ痕、粘土のひもとひもと
のつなぎ目をなくすために指や道具でなで
た痕が残ります。また、縄文土器にある模
様も、竹の管や縄など昔の人が様々な道具
を使ってつけた「ワザ」の痕です。
　遺物を観察し、実際
につくってみたりする
と、昔の人たちの「ワザ」
の奥深さがわかってき
ます。
　そして、ものをつく

る途中に出たカケラなど、捨てられてしま
うものも、昔のものづくりを知るには大
切なものです。石を割って道具をつくっ
た後には、たくさんの石のカケラが残りま
す。木で道具をつくった後には、木を削っ
たカケラが残ります。
　砂鉄から鉄をつくっ
た後には、鉄以外の成
分が固まった塊が大量
に残ります。そのよう
なカケラからは、製作
場所だけでなく、どの
ような「もの」をつくっ
ていたのかがわかりま
す。
　この企画展では、
遺物を見て、そこからわかるワザを紹介す
るだけではありません。実際に現代の職人
さんたちが「ものづくり」をしている動画
も見て、そのワザを知ることもできます。
また、展示品の中には、「ものづくり」のワ
ザを体験できるコーナーもあります。ぜひ、
まほろんで昔の「ものづくり」を知ってみ
てください。
　「U

アンダー

15」（15 歳以下）とタイトルにありま
すが、それ以上の年代の方たちにも興味を
持ってみていただけると思います。

「ものづくりに学ぶ」

福島で古くから伝わる「ものづくり」の
技術を子どもたちに知ってもらう企画展
を開催中です。

文：鶴見諒平（主任学芸員）

～ U
アンダー

15 の考古学～

企画展紹介

「 フ タ リ ビ キ ロ ク ロ 」 実 演 の 様 子
（木地をつくる道具）

粘土の紐を積んだ痕の残った土器

　遺跡に残った「かなくそ」

石器をつくる時に出たカケラ

１表紙の　枚

　5月に行った「入館者60万人達成記念」セレモニーの

様子です。石川館長も参加し、60万人目の方々とほかの

来館者のみなさまとお祝いしました。



　当日朝から 60万人達成がどうなるのかを心配しておりま

したが、全く事前告知をしていない中、一緒に来館してく

ださった高校生お二人が 60万人目となりました。

　彼女たちは、地元白河高校の生徒さんで、中間試験の準

備のために、日本史の教科書を片手に、まほろんの展示を

見に来たのだそうです。彼女たちがまほろんと歴史の勉強

をつなげようとしてくれたことがとても嬉しかったですね。

　また、初来館ではないとのことで、当館が、地元の方が

繰り返し利用する場になっていると感じることもできまし

た。今後も大きなイベントに限らず、日常的に小さな楽し

み方もできる、たくさんの方々が繰り返し来館していただ

ける、そんな親しみやすい施設であり続けたいと思います。

　それは地味な取り組みかもしれませんが、今回

の彼女たちは、将来につながる「地道な努力」を

重ねることの大切さを私たちに実感させてくれま

した。

 まほろんを来館された小学・中学・高校生の皆

さんが、将来、大人になっても忘れることなく、

今後 80 万人、100 万人目の来館者として訪れ

ていただける日を切に願っております。

　それは地味な取り組みかもしれませんが、今回

 まほろんを来館された小学・中学・高校生の皆

入館者

　　   万人達成‼
コメント ： 　館長　石川日出志

　コロナウイルス感染症に伴う騒動も落ち着きつつ
ある中でのゴールデンウイーク。久しぶりに遠方か
らの来館者が多く訪れました。
　「火おこし体験」にたくさんの方が挑戦し、成功し
ていました。また「まほろん博士をさがせ」では館
内にいるまほろん博士のクイズに回答、期間中に 3
回挑戦した人へ特別景品をお渡ししました。

たくさんのご来館ありがとうございました！

【レポート】

火おこしチャレンジ

まほろん博士を探せ

60
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開館時間

休 館 日
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〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86

☎　0248-21-0700

Fax 0248-21-1075

ホームページ　

お問い合わせ9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（7/17、9/18、10/9 を除く）、

7/18、9/19、10/10、年末年始（12/28

～ 1/4）

無料（体験学習によっては、材料費が

必要な場合があります。）

フォロー＆チャンネル登録

お待ちしています！
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ま ほ ろ ん公式ＳＮＳ

随時更新中！

～ 8/20（日）企画展　

「ものづくりに学ぶ」～ U15 の考古学～

8/19（土）第 2回館長講演会

8/19（土）・8/20（日）

実技講座「U15 土偶づくり」

9/3（日）まほろん森の塾（第 3回）

まほろんの主な今後の予定
※予定が変更となる場合があります。 詳しくはお問い合わせ頂くか、まほろんホームページ

　をご覧ください。

●まほろんでは新型コロナウィルス感染症対策の拡大防止に取り組んでいます。

9/16（土）～ 10/15（日）

特別展示「川俣町前田遺跡調査成果展」

9/18（月・祝）

「川俣町前田遺跡調査成果展」関連講演会

9/23（土・祝）第 3回館長講演会

10/9（月・祝）実技講座「編みかごづくり」

☆実技講座（WEB 配信）
　「おうちでできる土器づくり」「おうちでできる勾玉づくり」
☆実技講座（WEB 配信）

絶賛受付中

夏休み　in まほろん期間限定☆ 8/8 ～ 8/13　

　　 ・ どぐうをさがぞう

　　 ・ 火おこしに挑戦 （毎日）

さがしてね！

土偶のおかおブローチづくり

墨流しうちわづくり

体験活動メニュー

7/15 ～ 8/31

要
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どぐうが
たくさん

待ってま～す

文：吉野滋夫（専門学芸員）

　まほろんには、福島県教育委員会の

委託を受けた福島県文化振興財団の遺

跡調査部が発掘調査を実施した遺跡の

資料が収蔵庫にて保管されています。

　今回は令和4年度に新たに収蔵資

料に加わった「小和瀬遺跡」について

ご紹介します。

　小
こ わ ぜ

和瀬遺跡は大
おおぬまぐんみしままち

沼郡三島町の北端部にあり、奥会津を流れ

る只
た だ み が わ

見川が形成した河岸段丘上に位置します。

　小和瀬遺跡は柳津ダムの完成により水没してしまいました

が、只見川築
ちくてい

堤計画により試
しくつちょうさ

掘調査が行われ、遺跡範囲が広

がることが明らかとなりました。これにより令和元（2019）

年に、発掘調査が行われました。

　調査の結果、縄文時代晩期頃の遺構 ( 竪穴住居跡・掘立柱

建物跡・土器埋設遺構・土坑・焼
しょうどいこう

土遺構・遺物包含層 ) や縄

文時代晩期から弥生時代中期にかけての遺物（土器・土製品・

石器・石製品）が出土しました。

新収蔵資料＆遺跡紹介
ようこそ！まほろん

ワタシ、発掘調査に携わりました

ー小
こ わ ぜ

和瀬遺跡ー

遺
跡
紹
介

小和瀬遺跡  はココ

小 和 瀬 遺 跡 出 土　 縄 文 土 器（ 浅 鉢 ）

縄文時代晩期

石器・石製品）が出土しました。石器・石製品）が出土しました。

　　（現場がダムのため） 本来水没しているところ
を水位 2 ｍ下げて調査しました。 期間も場所も
限られ 「待ったなし」　の現場でした。

発掘☆ナイショばなし

け
っ
こ
う
大
変
な
ん
で
す
よ
。

小
こ わ ぜ

和瀬遺跡

只
た だ み が わ

見川


